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　第12回世界仏教徒会議は、10月1日～6日まで東京・京都で開催

されたあと、7日からは広島、鳴門、長岡など10カ所において地方

大会が盛大に開かれ、海外代表団一行は地元仏教徒との交歓親善の

輪を広げ友情を深めるとともに日本の秋を楽しんだ。　（写真は京都

寺院巡拝中に、天竜寺で修学旅行生と代表団の交歓風景）

財団法人 全日本仏教会
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世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
総
会
は
、
大

会
前
日
の
九
月
三
十
日
午
後
三
時
よ
り
、
東
京

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
大
会
参
加
セ
ン
タ
ー
の
主

席
代
表
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

総
会
は
、
プ
ー
ン
会
長
病
後
の
た
め
副
会
長

の
ス
ナ
オ
・
ミ
ヤ
バ
ラ
氏
を
議
長
に
指
名
し
、

ミ
ヤ
バ
ラ
議
長
の
も
と
次
の
事
項
に
つ
い
て
審

議
し
た
。

　
一
、
W
F
B
事
業
報
告

　
プ
ラ
サ
ー
ト
事
務
総
長
よ
り
W
F
B
本
部
の

事
業
報
告
等
が
な
さ
れ
た
。

　
一
、
財
政
報
告

　
W
F
B
の
財
政
報
告
が
な
さ
れ
承
認
。
さ
ら

に
本
部
の
必
要
経
費
を
タ
イ
政
府
が
負
担
U
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
べ
く
議

事
録
に
記
入
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。　
一
、
加
盟
団
体
の
承
認

次
の
団
体
が
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
加
盟
承

認
さ
れ
た
。

○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
禅
協
会
（
フ
ラ
ン
ス
）

　
○
在
伯
仏
教
各
宗
連
合
会
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

　
○
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
仏
教
連
合
会
（
米
国
）

　
○
ガ
プ
ン
ガ
ン
・
ト
リ
マ
ル
ダ
・
イ
ン
ド
ネ

　
　
シ
ア

新
加
盟
団
体
な
ど
を
承
認

　
○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
仏
教
寺
院
（
カ
ナ
ダ
）

　
○
ザ
・
ブ
デ
ィ
ス
ト
・
ユ
ニ
オ
ン
（
シ
ン
ガ

　
　
ポ
ー
ル
）

　
○
チ
ベ
ッ
ト
・
ニ
ン
マ
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

　
　
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
米
国
）

　
○
バ
バ
サ
エ
ブ
・
ア
ン
ベ
ド
カ
ル
博
士
記
念

協
会
（
イ
ン
ド
）

　
一
、
ル
ン
ビ
ニ
計
画

ル
ン
ビ
ニ
計
画
に
つ
い
て
ネ
パ
ー
ル
の
ア
ム

リ
タ
ナ
ン
ダ
氏
が
「
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
ル
ン
ビ

ニ
の
た
め
に
道
路
、
空
港
、
電
気
、
水
道
な
ど

の
基
礎
的
施
設
を
提
供
す
る
た
め
広
範
囲
な
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
開
発
計
画
の
第
二
期
は

一
年
の
う
ち
に
実
行
に
移
さ
れ
、
一
九
七
九
年

は
“
ル
ン
ビ
ニ
の
年
”
と
宣
言
さ
れ
よ
う
。
」
と

説
明
し
た
。

　
一
、
大
会
の
役
員

　
ま
ず
報
告
書
作
成
の
常
任
者
に
佐
藤
良
純
師

を
推
せ
ん
、
承
認
さ
れ
た
。

次
に
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
次

の
者
が
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　
ス
ナ
オ
・
ミ
ヤ
バ
ラ
、
プ
ラ
ソ
ン
・
ブ
ン
チ

ョ
ム
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
エ
デ
ィ
リ
シ
ン
ゲ
、
ス

タ
ン
レ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
鎌
田
良
昭
、
花
山

勝
友
、
真
渓
義
貫
、
プ
ラ
サ
ー
ト
・
ラ
ン
グ
ス

カ
ル
（
W
F
B
事
務
総
長
）

　
ま
た
常
設
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
今
大
会

欠
席
の
、
人
道
奉
仕
委
員
会
、
布
教
委
員
会
、

青
年
委
員
会
に
つ
い
て
、
臨
時
委
員
長
を
任
命

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
ジ
ュ
ン
チ
ャ
イ
氏
、

ブ
ラ
シ
ョ
フ
氏
、
平
原
隆
秀
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選

出
さ
れ
た
。

　
一
、
執
行
委
員

　
W
F
B
憲
章
第
十
条
一
項
の
規
定
に
従
っ

て
、
総
会
は
次
の
執
行
委
員
を
次
大
会
ま
で
継

続
す
る
よ
う
再
選
し
た
。

　
ス
ナ
オ
・
ミ
ヤ
バ
ラ
氏
、
ス
タ
ン
レ
ー
・
ウ

ィ
リ
ア
ム
氏
、
テ
ン
・
チ
ュ
・
1
氏
、
全
日
本
仏

教
会
国
際
部
長
又
は
そ
の
代
理
人

ま
た
監
査
役
と
し
て
プ
ー
ン
ス
ィ
・
ヒ
ラ
ニ
ー

ブ
ラ
ナ
氏
を
再
選
し
た
。

　
一
、
第
十
三
回
大
会
の
開
催
地

第
十
三
回
W
F
B
大
会
の
開
催
地
と
し
て
数

侯
補
あ
っ
た
が
、
審
議
の
結
果
、
タ
イ
仏
教
会

と
タ
イ
仏
教
青
年
会
共
催
に
よ
る
タ
イ
国
開
催

が
承
認
さ
れ
た
。

核
兵
器
廃
絶
な
ど
決
議

　
W
F
B
常
設
委
員
会
は
、
十
月
三
日
午
前
九

時
半
よ
り
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
会
議
室

な
ど
に
お
い
て
開
か
れ
、
①
財
政
②
出
版
。

広
報
・
教
育
・
文
化
・
芸
術
　
③
布
教
　
④
人

道
奉
仕
　
⑤
団
体
と
連
結
　
⑥
青
年
の
六
委
員

会
で
、
W
F
B
加
盟
セ
ン
タ
ー
提
出
議
案
を
討

議
し
た
。

　
【
財
政
委
員
会
】
鱒
淵
正
浩
委
員
長
の
も
と

に
開
か
れ
、
W
F
B
会
費
未
納
セ
ン
タ
ー
が
多

く
、
納
入
の
遅
延
を
さ
せ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
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今
大
会
参
加
者
に
、
W
F
B
へ
の
財
源
と
し
て

寄
付
を
集
め
る
旨
の
決
議
を
し
た
。

　
ま
た
世
界
各
地
の
仏
教
を
信
奉
す
る
個
人
、

団
体
な
ど
に
特
別
寄
付
や
補
助
等
を
要
請
す
る

旨
の
見
解
を
ま
と
め
た
。

ユ
ネ
ス
コ
へ
決
議
文

　
【
出
版
・
広
報
・
教
育
・
文
化
・
芸
術
委
員

会
】
ヘ
ワ
ー
ゲ
委
員
長
の
も
と
に
開
か
れ
、
ま

ず
委
員
長
よ
り
、
前
回
の
会
議
で
承
認
さ
れ
た

四
決
議
と
一
提
案
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
が
あ

っ
た
。
こ
の
あ
と
提
出
議
案
に
つ
い
て
の
討
議

が
な
さ
れ
た
。

　
一
、
前
回
の
大
会
で
、
多
く
の
W
F
B
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て
出
版
す
る
と
い

う
提
案
が
承
認
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少

轟
噸勢幽　・．∵“軸

◇
：
布
教
委
員
会
・
・
◇

数
の
セ
ン
タ
ー
が
実
行
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ

の
企
画
に
旦
A
セ
ン
タ
ー
は
座
翻
し
て
出
版
し

た
。
す
べ
て
の
W
F
8
セ
ン
タ
ー
が
、
次
期
大

会
ま
で
に
、
同
様
な
情
報
を
収
集
し
出
版
す
る

よ
う
要
望
す
る
。
（
日
本
提
案
）

　
一
、
開
発
と
世
界
平
和
の
た
め
の
宗
教
の
役

割
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
る
こ
と

を
ユ
ネ
ス
コ
に
要
求
す
る
。

　
ま
た
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
の
名
に
お
い

て
ユ
ネ
ス
コ
の
第
二
十
回
総
会
に
「
世
界
中
の

偉
大
な
宗
教
が
程
度
と
方
法
を
問
わ
ず
、
開
発

な
ら
び
に
世
界
平
和
の
た
め
如
何
に
貢
献
で
き

る
か
を
探
求
す
る
特
別
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創

設
し
、
そ
の
報
告
書
が
第
二
十
一
回
総
会
に
提

出
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。
さ
ら
に
一
九
八
一

年
か
ら
十
年
間
を
宗
教
を
通
し
て
平
和
の
十
年

と
宣
言
す
る
よ
う
要
請
す
る
」
の
決
議
文
を
提

出
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
（
ス
リ
ラ
ン
カ

提
出
）

　
こ
の
ほ
か
、
W
F
B
レ
ヴ
ュ
ー
へ
世
界
各
国

仏
教
徒
の
活
動
状
況
提
供
依
頼
（
タ
イ
提
案
）
・

は
要
請
と
し
て
処
理
。
W
F
B
創
設
者
マ
ラ
ラ

セ
ー
ケ
博
士
の
伝
記
を
出
版
し
て
ほ
し
い
（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
提
案
）
の
提
案
は
、
財
源
を
み
つ

け
た
場
合
の
条
件
付
き
で
原
則
的
に
承
認
。
ま

た
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
か
ら
の
提
案
は
撤
回
さ

れ
た
。

　
【
布
教
委
員
会
】
マ
ッ
ク
ス
．
ブ
ラ
シ
ョ
フ

委
員
長
の
も
と
に
開
か
れ
、
ま
ず
前
回
の
決
議

文
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
関
し
て
各
セ
ン

タ
ー
よ
り
そ
の
活
動
報
告
が
あ
っ
た
あ
と
、
熱

心
に
討
議
が
つ
づ
け
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
決
議

を
承
認
し
た
。

　
一
、
W
F
B
の
指
導
の
も
と
に
、
各
地
域
セ

◇
・
出
版
委
員
会
・
・
◇

ン
タ
ー
は
布
教
活
動
を
広
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
活
動
を
強
化
し
、
理
解
と
親
睦
を
深
め

る
た
め
僧
侶
、
学
者
の
交
流
を
促
進
す
べ
き
で

あ
る
。

　
今
日
の
物
質
的
世
界
の
人
類
を
救
済
す
る
た

め
、
色
々
な
流
儀
の
思
索
が
提
供
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
新
し
い
道
場
と
教
師
の

養
成
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
仏
教
国
で
は
、
外
国
か
ら
の
旅
行
者
の
た
め

平
易
な
仏
教
小
冊
子
を
出
版
す
べ
き
で
あ
る
。

（
以
上
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
な
ど
の

提
案
）麻
薬
の
撲
滅
働
き
か
け

　
【
人
道
奉
仕
委
員
会
】
ブ
ー
ン
ヨ
ン
グ
・
フ

ォ
ン
ワ
ニ
ッ
ヒ
委
員
長
の
も
と
に
開
か
れ
、
地

域
セ
ン
タ
ー
よ
り
提
出
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て

討
議
し
承
認
し
た
。

　
一
、
す
べ
て
の
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
仏

換
行
事
の
中
で
、
慈
悲
の
心
を
広
め
る
た
め
慈

悲
文
を
唱
え
よ
う
。
（
タ
イ
提
案
）

　
一
、
旦
傘
は
原
爆
の
恐
怖
を
経
験
し
た
唯
一

の
国
で
あ
り
、
そ
の
原
爆
は
多
数
の
死
傷
者
を

出
し
た
。
ま
た
今
日
で
も
後
遺
症
で
亡
く
な
る

人
が
あ
る
。
W
F
B
日
本
大
会
の
名
に
お
い
て

あ
ら
ゆ
る
諸
国
の
指
導
者
に
、
核
兵
器
を
は
じ

め
と
す
る
人
類
破
壊
兵
器
の
廃
絶
と
生
産
・
貯

蔵
・
使
用
禁
止
を
訴
え
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

人
類
福
祉
の
た
め
に
使
用
す
る
よ
う
決
議
す

る
。
（
日
本
、
イ
ン
ド
、
モ
ン
ゴ
ル
提
案
）

　
一
、
麻
薬
の
乱
用
は
現
代
世
界
の
一
つ
で
あ

り
、
そ
の
撲
滅
の
た
め
W
F
B
地
域
セ
ン
タ
ー

は
、
仏
陀
の
倫
理
的
教
え
に
よ
っ
て
問
題
解
決

す
る
よ
う
努
力
し
、
各
政
府
に
働
き
か
け
る
こ

と
。
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
提
案
）

　
こ
の
あ
と
ベ
ト
ナ
ム
代
表
か
ら
ア
ピ
ー
ル
が

あ
り
、
増
上
寺
で
の
五
人
の
ベ
ト
ナ
ム
僧
の
ハ

ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
に
ふ
れ
、
委
員
会
に
対
し

て
、
こ
の
要
求
を
検
討
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ

討
議
の
結
果
、
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
仏
教
徒

の
人
権
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム

代
表
団
は
W
F
B
の
地
域
セ
ン
タ
r
と
連
絡
を

と
り
あ
い
善
処
す
る
よ
う
」
勧
告
し
た
。

　
【
団
結
と
連
帯
委
員
会
】
ク
ー
・
レ
オ
ン
・

フ
ン
委
員
長
の
も
と
に
開
か
れ
、
討
議
の
結
果

全
体
会
議
に
次
の
決
議
を
す
る
こ
と
を
全
会
一

致
で
承
認
し
た
。

　
↓
、
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に
仏
教
徒
は
、

世
界
の
他
の
宗
教
指
導
者
と
連
絡
し
合
い
、
青

年
・
婦
人
を
ま
じ
え
て
協
力
し
て
積
極
的
に
こ

の
運
動
を
す
す
め
よ
う
。
（
日
本
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
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提
案
）

　
一
、
ル
ン
ビ
ニ
復
興
を
推
進
す
る
た
め
、
明

年
（
一
九
七
九
年
）
を
“
ル
ン
ビ
ニ
の
年
”
と

定
め
、
開
発
計
画
に
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
す
る
こ

と
。
（
ネ
パ
ー
ル
提
案
）

　
な
お
「
仏
歴
の
国
際
的
採
用
の
ウ
エ
サ
カ
を

統
一
し
た
日
に
行
な
お
う
」
は
次
回
大
会
ま
で

継
続
審
議
と
な
っ
た
。
（
日
本
提
案
）

　
【
主
星
－
委
員
会
】
平
原
隆
秀
委
員
長
の
も
と

に
開
か
れ
、
具
体
的
な
実
践
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
、
次
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。

　
一
、
青
少
年
教
育
を
推
進
し
、
彼
ら
の
心
に

道
徳
と
戒
律
の
美
徳
を
指
導
す
る
。
ま
た
マ
ス

コ
ミ
（
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
）
を
通
じ

て
、
恒
久
的
な
世
界
平
和
を
呼
び
か
け
、
青
少

年
の
育
成
に
努
力
す
る
。
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
提

案
）　
な
お
こ
の
委
員
会
で
は
W
F
B
Y
大
会
の
問

題
に
も
ふ
れ
、
要
望
な
ど
が
だ
さ
れ
た
。

礪
罐
蠣
齢
全
体
会
議
で
承
認

　
全
体
会
議
は
、
十
月
五
日
午
前
九
時
よ
り
、

増
上
寺
地
下
ホ
ー
ル
で
、
ク
ー
レ
オ
ン
・
フ
ン

W
F
B
副
会
長
が
議
長
を
つ
と
め
て
開
催
さ
れ

た
。　
ま
ず
常
設
委
員
会
の
報
告
が
行
な
わ
れ
、
財

政
委
員
会
は
佐
藤
良
純
氏
よ
り
報
告
が
あ
り
承

認
さ
れ
た
。
出
版
・
広
報
…
芸
術
委
員
会
は
へ

ワ
ー
ゲ
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
、
決
議
案
が

承
認
さ
れ
た
。
人
道
奉
仕
委
員
会
は
ジ
ュ
ン
チ

ャ
イ
・
プ
リ
や
氏
が
報
告
、
団
結
連
帯
委
員
会

は
テ
ー
リ
ア
ン
・
ベ
ン
氏
が
報
告
、
布
教
委
員

会
は
ブ
ラ
シ
ョ
フ
氏
が
報
告
、
主
屋
＋
委
員
会
は

ゴ
ー
・
セ
ン
ダ
・
チ
ャ
イ
氏
が
報
告
し
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
起
草
委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
日

本
大
会
宣
言
」
も
万
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
に
次
の
よ
う
な
提
案
、
要
望
が
だ
さ

れ
た
。

　
①
承
認
さ
れ
た
決
議
文
を
全
地
域
セ
ン
タ
ー

に
配
布
し
て
ほ
し
い
。

　
②
W
F
B
は
チ
ベ
ッ
ト
を
含
め
多
く
の
国
に

お
け
る
仏
教
徒
弾
圧
の
調
査
を
す
る
べ
き
で
あ

る
。　
③
W
F
B
は
イ
ン
ド
の
仏
教
徒
の
状
況
を
調

べ
、
そ
の
改
善
の
た
め
援
助
す
べ
き
で
あ
る
。

　
最
後
に
主
催
の
全
日
本
仏
教
会
に
感
謝
す
る

決
議
が
あ
っ
て
、
全
体
会
議
を
終
了
し
た
。

昭和53年12月1日

全
日
本
仏
教
会
理
事
長
町
田
宗
夫

　
今
般
我
国
に
お
い
て
二
士
ハ
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
第
十
二
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会

議
は
、
二
十
三
ケ
国
、
五
十
余
の
支
部
セ
ン

タ
ー
よ
り
四
百
貴
名
の
正
式
代
表
、
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
を
迎
え
、
ま
た
国
内
多
数
の
出
席
者

を
得
て
、
東
京
と
京
都
、
さ
ら
に
各
地
方
大

会
に
わ
た
り
諸
行
事
が
華
々
し
く
展
開
さ

れ
、
成
功
裡
に
無
事
円
成
と
な
り
ま
し
た
こ

と
は
、
日
本
仏
教
会
に
と
っ
て
無
上
の
喜
び

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
卜
え

に
本
大
会
の
諸
手
備
に
献
身
さ
れ
た
全
て
の

関
係
者
各
位
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
御
支
援

と
、
御
精
進
の
賜
物
と
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
日
ま
で
二
千
五
百
年
以
上
に
わ
た
る
仏

教
の
発
展
史
の
中
で
、
現
在
殆
ど
全
て
の
世

界
各
地
に
、
何
ら
か
の
形
で
の
仏
教
活
動
が

着
実
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
事
実
を
、
本
大
会

中
に
親
し
く
見
聞
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と

は
、
参
加
者
全
員
、
特
に
日
本
の
仏
教
者
に

と
っ
て
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
感
銘
で
あ

っ
た
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
も
初
期
仏

典
の
律
蔵
中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

「
比
丘
等
よ
、
遊
行
せ
よ
、
大
衆
の
利
益
、

安
楽
の
為
に
、
世
人
へ
の
憐
愁
の
為
に
、
天

人
の
利
益
、
幸
福
、
安
楽
の
為
に
、
一
つ
の

道
を
二
人
し
て
行
く
薫
れ
！
」
と
釈
尊
が
弟

子
達
に
強
く
説
示
し
た
結
果
の
現
代
的
成
果

と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
我
々
島
国
に
住
む
日
本

の
仏
教
者
は
本
大
会
の
よ
う
な
千
載
一
遇
の

機
会
を
得
て
、
種
々
な
る
相
違
点
を
伝
統
と

す
る
世
界
各
地
の
仏
教
活
動
の
代
表
者
と
、

率
直
か
つ
前
進
的
な
情
報
、
知
識
の
交
換
か

ら
、
人
物
交
流
を
深
め
る
機
縁
を
得
た
こ
と

は
終
生
の
思
い
出
と
な
り
、
特
に
本
大
会
に

参
加
さ
れ
た
日
本
の
若
い
仏
教
者
に
と
っ
て

は
、
将
来
仏
教
を
通
じ
て
の
国
際
的
交
流
が

出
来
る
素
養
を
身
に
つ
け
る
出
発
点
と
な
る

こ
と
を
確
信
し
、
か
つ
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
我
々
は
釈
尊
の
最
後
の
遺
誠
偶
「
不

放
逸
に
し
て
精
進
せ
よ
」
を
念
頭
に
し
て
全

日
本
の
仏
教
者
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
継
続

的
な
精
進
を
続
け
、
日
本
仏
教
が
国
外
に
お

い
て
よ
り
正
し
い
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

尽
力
す
る
こ
と
が
緊
急
課
題
で
あ
る
と
確
信

し
、
同
時
に
日
本
以
外
の
各
地
で
の
仏
教
活

動
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
理
解
と
支
援
を
増

進
さ
せ
る
必
要
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
努
力
を
通
し
て
我
々
が
二
十

一
世
紀
に
仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
人

類
全
体
の
恒
久
平
和
と
仏
法
興
隆
に
貢
献
出

来
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
念
ず
る
の
み
で
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

　
【
写
真
は
町
田
理
事
長
】
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広
島
大
会

　
　
　
　
期
日
十
月
七
日

　
　
　
場
所
広
島
平
和
公
園
、
国
泰
寺

　
　
　
　
主
催
　
広
島
市
仏
教
会

広
島
大
会
は
、
米
国
仏
教
団
や
ハ
ワ
イ
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
代
表
十
六
名
が
、
平
和
宣
言
都
市

“
ヒ
ロ
シ
マ
”
を
訪
れ
、
ま
ず
福
原
市
仏
会
長

の
自
坊
で
あ
る
国
泰
寺
で
武
家
作
法
に
よ
る
抹

鳴門市民会館で行われた四国地区の大会

茶
の
接
待
を
う
け
歓
談
。
そ
の
あ
と
一
行
は
平

和
公
園
に
お
い
て
原
爆
犠
牲
者
の
ム
局
追
悼
法

要
を
行
な
い
、
核
兵
器
撲
滅
、
世
界
平
和
を
祈

念
し
た
。
ま
た
原
爆
資
料
館
を
訪
れ
、
生
々
し

い
資
料
を
手
に
、
核
の
恐
怖
を
つ
ぶ
さ
に
み
て

平
和
へ
の
誓
い
を
新
ら
た
に
し
、
市
役
所
に
お

い
て
荒
木
市
長
と
も
会
見
し
懇
談
し
た
。

夕
方
は
、
広
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
福
原
会
長
や

辻
顕
隆
米
国
仏
教
団
セ
ン
タ
ー
の
挨
拶
な
ど
が

行
な
わ
れ
、
賑
や
か
に
歓
談
の
輪
が
広
が
っ
た
。

妙
心
寺
大
会
…

　
　
　
　
期
日
十
月
七
日

　
　
　
　
場
所
　
京
都
・
妙
心
寺
花
園
会
館

　
　
　
　
主
催
臨
済
宗
妙
心
寺
派
花
園
会

　
妙
心
寺
大
会
は
、
同
日
開
催
の
広
島
、
鳴
門

な
ど
の
大
会
に
参
加
し
な
い
二
百
余
名
の
代
表

が
招
待
さ
れ
、
午
前
九
時
に
南
門
に
到
着
、
後

藤
宗
務
総
長
は
じ
め
役
職
員
、
花
園
会
、
花
園

高
校
、
ゆ
り
か
ご
保
育
園
児
ら
の
出
迎
え
を
う

け
た
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
吹
奏
の
中
を
大
方
丈

に
入
り
臨
休
。

大
会
開
場
の
法
堂
に
入
り
、
高
橋
総
務
部
長

の
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
献
灯
の
舞
な
ど
の

あ
と
山
田
管
長
よ
り
歓
迎
の
辞
が
の
べ
ら
れ
、

次
に
後
藤
宗
務
総
長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
応
え
て
海
外
代
表
と
し
て
、
W
F
B
テ
ー

テ
ン
・
チ
ュ
ー
副
会
長
が
謝
辞
を
行
な
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
千
坂
花
園
会
本
部
長
よ
り
「
お
か

げ
さ
ま
運
動
」
に
つ
い
て
の
提
言
が
な
さ
れ
、

薬
師
寺
花
園
会
長
が
宣
言
文
を
読
み
上
げ
、
満

場
の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
し
た
。

　
こ
の
あ
と
大
方
丈
に
て
歓
迎
昼
食
会
が
盛
大

に
開
か
れ
、
各
セ
ン
タ
ー
よ
り
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
ま
た
妙
心
寺
か
ら
も
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
。
記
念
撮
影
の
あ
と
、
退
蔵
院
の
庭
園
を
見

学
し
交
歓
を
深
め
た
。
一
行
は
こ
こ
で
高
野
山

へ
行
く
組
や
帰
国
す
る
組
、
神
奈
川
大
会
へ
参

加
す
る
組
と
に
別
れ
て
散
会
し
た
。

四
国
地
区
大
会

　
　
　
　
期
日
十
月
七
日

　
　
　
　
場
所
鳴
門
市
民
会
館
、
ド
イ
ツ
村

　
　
　
　
主
催
鳴
門
仏
教
会
（
協
賛
・
徳
島

　
　
　
　
　
　
　
懸
仏
、
高
知
県
仏
、
愛
媛
県

　
　
　
　
　
　
　
仏
、
香
川
県
仏
、
鳴
門
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
護
持
会
）

　
四
国
地
方
大
会
は
、
鳴
門
市
と
ド
イ
ツ
・
リ

ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
が
姉
殊
都
市
で
あ
り
、
坂
東

ド
イ
ツ
人
捕
虜
収
容
所
が
あ
っ
た
関
係
で
、
ド

イ
ツ
セ
ン
タ
ー
代
表
五
名
が
招
待
さ
れ
た
。

　
一
行
は
徳
島
空
港
で
、
安
立
鳴
門
仏
教
会
長

ら
の
出
迎
え
を
う
け
、
バ
ス
に
て
大
麻
町
に
あ

る
ド
イ
ツ
村
を
訪
ね
、
ド
イ
ツ
兵
士
慰
霊
祭
に

の
ぞ
ん
だ
。
第
一
次
大
戦
中
に
日
本
で
の
捕
虜

生
活
中
に
没
し
た
兵
士
の
慰
霊
碑
前
に
お
い
て

大
橋
徳
島
県
仏
会
長
の
導
師
で
、
し
め
や
か
に

法
要
が
厳
修
さ
れ
、
駐
日
ド
イ
ツ
領
事
も
参
列

し
代
表
団
と
と
も
に
献
華
し
た
。

　
こ
の
あ
と
一
行
は
、
ド
イ
ツ
館
に
て
収
容
当

時
の
写
頁
な
ど
を
見
学
、
館
長
や
市
関
係
者
と

ド
イ
ツ
村
建
設
に
つ
い
て
懇
談
し
、
ド
イ
ツ
橋

見
学
の
あ
と
、
鳴
門
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
て

谷
市
長
と
歓
談
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
市
民
会
館
に
て
交
歓
会
が
一

千
名
を
集
め
、
ま
た
四
国
各
県
仏
会
長
や
市
長

な
ど
出
席
し
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。
挨
拶
、
代

表
団
紹
介
、
記
念
品
贈
呈
や
、
ブ
ラ
シ
ョ
フ
代

表
の
「
ド
イ
ツ
の
仏
教
事
情
」
に
つ
い
て
の
講

演
、
舞
踊
、
阿
波
踊
も
賑
や
か
に
行
な
わ
れ
た
。
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こ
の
あ
と
観
潮
船
に
て
“
鳴
門
の
う
ず
潮
”

を
見
学
、
夜
は
鳴
門
ハ
イ
ツ
に
て
歓
迎
会
が
開

か
れ
、
阿
波
踊
を
一
緒
に
踊
る
な
ど
た
い
へ
ん

な
歓
迎
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

鴨
江
寺
大
会

　
　
　
　
期
日
　
十
月
七
日
一
十
二
日

　
　
　
　
場
所
浜
松
市
鴨
江
寺

　
　
　
　
主
催
　
鴨
江
寺

　
鴨
江
寺
大
会
は
地
方
大
会
と
は
い
え
、
そ
の

内
容
は
他
の
大
会
と
趣
き
を
異
に
し
て
開
催
さ

れ
た
。

　
参
加
者
は
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
比
丘
が
主
体
で
、
建
部
公
秋
住

高
野
山
で
お
参
り
を
す
る
一
行

職
の
熱
意
に
よ
り
、
仏
教
研
修
セ
ミ
ナ
ー
が
、

十
二
日
ま
で
の
五
泊
六
日
の
日
程
で
行
な
わ
れ

た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
パ
ー
リ
語
研
究
、
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
研
究
な
ど
で
、
座
談
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
講
師
と
し
て
水
野
弘
元

駒
沢
大
副
学
長
、
宮
坂
宥
勝
名
古
屋
大
教
授
や

ウ
ー
シ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
長
老
（
ビ
ル
マ
）
が
参
加

し
有
意
義
な
地
方
大
会
で
あ
り
、
大
き
な
成
果

を
あ
げ
た
。高
野
山
大
会

　
　
　
　
期
日
十
月
八
日

　
　
　
　
場
所
高
野
山
金
剛
峯
寺

　
　
　
　
主
催
　
　
　
〃

　
高
野
山
大
会
は
タ
イ
、
香
港
、
イ
ン
ド
な
ど

八
十
余
名
が
招
待
を
う
け
、
七
日
の
午
後
に
京

都
妙
心
寺
を
出
発
、
奈
良
五
条
市
の
弁
天
宗
本

部
を
表
敬
訪
問
し
、
途
中
車
の
混
雑
に
あ
い
高

野
山
に
は
八
時
す
ぎ
に
到
着
。
気
温
士
度
を
割

る
寒
さ
の
中
を
阿
部
野
宗
務
総
長
以
下
役
職
者

が
出
迎
え
、
一
同
感
激
の
う
ち
に
宿
坊
へ
。

　
翌
朝
は
奥
底
院
、
灯
籠
堂
な
ど
を
参
拝
し
、

バ
ス
に
て
高
野
山
大
学
松
下
愈
愈
に
向
い
、
同

所
で
開
か
れ
て
い
る
高
野
山
参
与
会
の
開
会
式

に
来
賓
ど
し
て
出
席
、
代
表
団
を
代
表
し
て
プ

ラ
ソ
ン
・
ブ
ン
チ
ョ
ン
氏
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
こ
の
あ
と
総
本
山
金
剛
峯
寺
に
参
拝
し
て
別

殿
大
広
間
に
お
け
る
歓
迎
昼
食
会
に
の
ぞ
み
、

高
峰
管
長
よ
り
歓
迎
の
言
葉
が
あ
っ
て
精
進
料

理
を
い
た
だ
い
た
。
各
国
代
表
よ
り
記
念
品
が

高
峰
管
長
に
贈
ら
れ
、
ま
た
高
野
山
か
ら
豊
記

念
品
が
贈
ら
れ
る
な
ど
の
交
換
が
あ
り
、
な
む

り
を
惜
し
み
つ
つ
、
一
山
役
職
員
の
見
送
り
を

う
け
帰
路
に
つ
い
た
。
な
お
途
中
で
東
大
寺
を

表
敬
訪
問
し
、
清
水
管
長
よ
り
歓
迎
の
こ
と
ば

を
い
た
だ
き
湯
茶
の
接
待
を
う
け
た
。

神
奈
川
大
会

　
　
　
　
期
日
　
十
月
九
日

　
　
　
　
場
所
　
川
崎
、
鶴
見
、
鎌
倉

　
　
　
　
主
催
　
神
奈
川
県
仏
教
会

　
神
奈
川
大
会
は
、
ま
ず
川
崎
大
師
平
間
寺
参

拝
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
バ
ス
ニ
台
に
分
乗
し
た

イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
マ
レ
ー
シ
ヤ
な
ど
の

代
表
は
、
貝
山
県
仏
会
長
や
県
仏
役
員
の
案
内

で
和
や
か
に
出
発
。

　
川
崎
大
師
で
は
、
高
橋
貫
首
の
出
迎
え
を
う

け
、
一
行
の
健
康
と
道
中
安
全
の
ゴ
マ
が
た
か

れ
た
あ
と
、
信
徒
会
館
に
て
お
茶
の
接
待
を
う

け
な
が
ら
、
当
寺
自
慢
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

説
明
に
耳
を
か
た
む
け
た
。

　
バ
ス
は
鶴
見
の
大
本
山
総
持
寺
へ
む
か
い
、

松
浦
監
院
の
案
内
に
よ
り
諸
堂
参
拝
、
世
界
平

和
祈
願
法
要
な
ど
を
行
な
っ
た
。
終
っ
て
精
進

料
理
（
点
心
）
を
い
た
だ
い
た
が
、
す
べ
て
禅

宗
の
作
法
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
、
一
行
は
深

い
感
銘
を
う
け
た
。

　
鶴
見
を
あ
と
に
、
鎌
倉
高
徳
院
大
仏
殿
を
訪

れ
、
一
行
は
そ
れ
ぞ
れ
に
大
仏
前
で
三
帰
五
戒

文
を
唱
え
、
佐
藤
貫
主
の
案
内
で
庭
園
を
散
策

し
鎌
倉
の
秋
を
の
ん
び
り
と
楽
し
ん
だ
。

　
夕
方
に
横
浜
の
華
正
看
に
入
り
、
量
感
主
催

の
歓
迎
会
に
の
ぞ
ん
だ
。
貝
山
会
長
の
挨
拶
の

あ
と
中
華
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
う
ち
、
飲
む
ほ

ど
に
お
国
自
慢
の
歌
が
と
び
だ
す
な
ど
日
本
的

な
宴
会
と
な
り
和
や
か
に
楽
し
い
交
歓
会
と
な

　
　
　
圏
勤
勉
実
直

　
鳴
門
大
会
に
招
待
さ
れ
た
ド
イ
ツ
セ
ン

タ
ー
の
ブ
ラ
シ
ョ
フ
代
表
は
、
何
事
に
も

実
直
で
、
車
窓
よ
り
「
あ
れ
は
何
で
す
か
」

と
質
問
の
連
続
に
通
訳
も
右
へ
左
へ
と
首

の
運
動
。
夜
は
日
本
式
の
フ
ト
ン
や
風
呂

の
使
用
法
ま
で
熱
心
に
質
問
し
、
外
国
生

活
の
長
か
っ
た
通
訳
乞
い
わ
く
「
俺
の
方

が
聞
き
た
い
よ
」
と
の
こ
と
。

　
　
　
囹
ホ
ー
ム
で
大
歓
迎

　
長
岡
大
会
の
圧
巻
は
長
岡
駅
ホ
ー
ム
の

出
迎
え
で
、
着
物
姿
の
お
嬢
さ
ん
が
花
束

を
も
っ
て
ず
ら
り
勢
揃
い
。
こ
れ
に
は
タ

イ
、
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
も
び
っ
く
り
。
そ

の
あ
と
駅
長
の
先
導
で
改
札
口
へ
。
い
や

大
歓
迎
で
し
た
。

　
　
　
圏
タ
イ
ダ
ン
ス

　
長
岡
大
会
の
歓
迎
は
夜
ま
で
続
き
、
そ

の
歓
迎
ぶ
り
に
感
激
し
た
タ
イ
の
W
F
B

ヘ
ッ
ド
コ
ー
タ
ー
の
面
々
は
、
全
員
で
タ

イ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
歓
迎
に
応
え
た
。

　
　
　
囹
寒
さ
こ
ら
え
て

　
天
気
は
よ
か
っ
た
が
肌
寒
い
高
野
山
で

は
、
南
方
比
丘
が
衣
の
下
に
ト
ッ
ク
リ
の

セ
ー
タ
ー
姿
、
日
本
へ
来
て
か
ら
買
入
し

た
と
の
こ
と
。
タ
イ
の
面
々
は
黄
色
の
手

一6一
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川
越
の
喜
多
院
を
訪
れ
た
一
行

っ
た
。
特
に
光
明
寺
・
石
井
真
峯
住
職
の
ス
ピ

ー
チ
は
、
過
去
数
回
W
F
B
大
会
に
参
加
し
た

思
い
出
な
ど
が
英
語
で
行
な
わ
れ
、
参
加
老
一

同
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
あ
び
た
。

比
叡
山
大
会

　
　
　
　
期
日
　
十
月
九
日

　
　
　
　
場
所
比
叡
山
延
暦
寺

　
　
　
　
主
催
　
　
　
〃

　
比
叡
山
大
会
に
参
加
す
る
タ
イ
、
フ
ラ
ン
ス
、

韓
国
、
香
港
な
ど
各
セ
ン
タ
ー
代
表
は
、
新
都

ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
京
都
市
内
を
ぬ
け
て
比
叡

山
へ
。
比
叡
山
役
職
者
の
出
迎
え
を
う
け
大
講

堂
に
て
平
和
祈
願
法
要
に
参
列
。

　
法
要
は
山
田
天
台
座
主
大
導
師
の
も
と
、
山

内
住
職
総
出
仕
で
諸
天
讃
声
明
な
ど
の
伝
統
法

統
法
要
が
行
な
わ
れ
、
山
田
座
主
よ
り
歓
迎
の

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
あ
と
タ
イ
、
韓
国
、

香
港
な
ど
の
セ
ン
タ
ー
よ
り
記
念
品
が
山
田
座

主
に
贈
ら
れ
た
。

　
引
続
き
場
所
を
書
院
に
移
し
歓
迎
昼
食
会
が

開
か
れ
、
池
山
副
執
行
の
挨
拶
の
あ
と
見
事
な

精
進
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
う
っ
た
。
と
く
に
書

院
は
特
別
な
賓
客
し
か
通
さ
な
い
と
こ
ろ
だ
け

に
、
一
山
あ
げ
て
の
歓
迎
に
一
行
は
感
激
し
て

白
聖
法
師
（
台
湾
）
の
謝
辞
も
力
が
こ
も
っ
て

い
た
。

　
昼
食
後
は
根
本
中
堂
を
参
拝
し
た
あ
と
、
バ

ス
で
横
川
中
堂
、
釈
迦
堂
、
秘
宝
館
を
巡
っ
て

宿
舎
の
比
叡
山
観
光
ホ
テ
ル
に
入
り
、
夕
食
会

で
は
各
国
代
表
の
の
ど
自
慢
な
ど
が
披
露
さ
れ

終
始
な
O
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

東
園
寺
大
会

　
　
　
　
期
日
　
十
月
七
日
一
十
日

　
　
　
　
場
所
塩
釜
市
東
園
寺

　
　
　
　
主
催
東
園
寺

　
東
園
寺
住
職
・
千
坂
悟
道
師
（
妙
心
寺
花
園

会
本
部
長
）
の
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
二
十
五

年
に
わ
た
る
交
流
に
よ
り
開
か
れ
た
こ
の
大
会

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
代
表
十
三
名
を
招
待
し
て
行

な
わ
れ
た
。

　
奈
良
の
観
光
を
お
え
た
一
行
は
空
路
仙
台
よ

り
塩
釜
・
東
園
寺
を
訪
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
仏

教
会
か
ら
寄
贈
の
仏
舎
利
を
奉
安
し
た
三
重
塔

建
立
一
周
年
桐
堂
祭
に
参
列
、
檀
信
徒
三
百
人

が
迎
え
る
な
か
で
挨
拶
や
記
念
品
贈
呈
が
行
な

わ
れ
た
。
さ
ら
に
多
賀
城
ホ
テ
ル
に
て
盛
大
な

夕
食
会
が
開
か
れ
山
海
の
珍
味
に
話
も
は
ず
ん

だ
。　
翌
十
日
は
東
園
寺
中
果
幼
稚
園
を
訪
れ
、
園

児
の
熱
烈
な
歓
迎
を
う
け
た
あ
と
、
松
島
の
瑞

巌
寺
を
参
拝
、
秋
の
松
島
観
光
を
行
な
う
な
ど

一
行
は
日
本
の
旅
情
を
も
楽
し
ん
だ
。

埼
玉
川
越
大
会

　
　
　
　
期
日
十
月
十
一
日

　
　
　
　
場
所
川
越
・
喜
多
院

　
　
　
　
主
催
埼
宝
県
仏
教
会

　
川
越
市
の
天
台
堂
省
最
多
院
で
開
か
れ
た
埼
玉

川
越
大
会
は
、
韓
国
、
香
港
な
ど
の
代
表
者
二

十
四
名
が
招
待
さ
れ
、
第
一
回
埼
玉
県
仏
教
徒

大
会
と
併
合
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
埼
玉
県
西
部
地
区
の
檀
信
徒
を
主
体
に
八
百

名
余
で
満
堂
と
な
っ
た
喜
多
院
本
堂
に
お
い
て

岩
崎
埼
玉
立
仏
会
長
の
歓
迎
の
辞
の
あ
と
、
代

表
団
全
員
が
紹
介
さ
れ
、
一
行
を
代
表
し
て
中

華
仏
教
居
士
会
の
真
白
理
事
長
が
挨
拶
。
つ
づ

い
て
来
賓
の
畑
和
県
知
事
な
ど
が
挨
拶
を
し
て

歓
迎
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
。

　
こ
の
あ
と
喜
多
院
住
職
の
導
師
で
法
要
が
営

な
ま
れ
、
次
に
中
華
（
台
湾
）
仏
教
会
に
よ
る

法
要
が
行
な
わ
れ
た
。

　
法
要
後
、
無
量
寿
殿
前
の
庭
園
に
て
歓
迎
昼

食
会
が
行
な
わ
れ
た
が
、
菜
食
コ
ー
ナ
に
は
、

特
に
京
都
へ
留
学
し
て
い
る
中
華
仏
教
会
の
尼

僧
さ
ん
二
名
が
前
夜
よ
り
料
理
し
た
メ
ニ
ュ
ー

が
は
こ
ば
れ
好
評
で
あ
っ
た
。
昼
食
後
に
五
百

羅
漢
像
、
東
照
宮
に
参
拝
し
て
同
寺
を
出
発
。

バ
ス
に
て
高
麗
山
聖
天
院
、
高
麗
神
社
を
参
拝

袋
、
「
寒
い
の
で
さ
っ
き
買
っ
て
き
ま
し

た
」
と
他
の
代
表
に
自
慢
し
て
い
た
。
南

方
で
は
考
え
ら
れ
な
い
寒
さ
に
対
処
し
て

ま
し
た
。

　
　
　
囹
七
味
ソ
バ

　
高
野
山
へ
の
道
中
で
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

へ
。
某
国
セ
ン
タ
ー
の
面
々
は
立
食
い
ソ

バ
を
賞
味
し
て
い
た
が
、
な
ん
と
な
ん
と

真
赤
な
ソ
バ
！
食
べ
終
っ
て
み
る
と
七
三

ト
ラ
ガ
ラ
シ
の
入
物
は
空
っ
ぽ
で
し
た
。

ソ
バ
屋
さ
ん
失
礼
。

　
　
　
園
サ
ケ
ジ
ュ
ー
ス

　
大
阪
空
港
で
ジ
ュ
ー
ズ
を
買
っ
た
ド
イ

ツ
セ
ン
タ
ー
の
ス
ト
ー
天
人
、
一
口
飲
ん

で
思
わ
ず
「
キ
ャ
ー
」
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず

で
、
自
動
販
売
機
で
買
っ
た
の
は
カ
ン
入

の
サ
ケ
で
し
た
。

　
　
　
囹
精
進
料
理
を
カ
メ
ラ
に

　
比
叡
山
で
の
歓
迎
昼
食
会
の
席
で
、
自

慢
の
精
進
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
う
っ
た

が
、
A
セ
ン
タ
ー
の
代
表
は
ハ
シ
な
ら
ぬ

カ
メ
ラ
を
む
け
て
パ
チ
リ
。
「
ス
バ
ラ
シ

イ
。
国
に
帰
っ
た
ら
説
明
し
ま
す
」
と
の

こ
と
で
す
。

　
　
　
圏
瞑
想
の
時
間

　
鎌
倉
大
仏
を
訪
れ
た
エ
デ
ィ
リ
シ
ン
ゲ

夫
人
は
、
連
日
の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

か
ら
開
放
さ
れ
、
大
仏
裏
の
木
の
下
で
し

ば
し
瞑
想
。
本
人
曰
く
「
や
っ
と
静
か
な

時
間
を
も
て
ま
す
。
こ
こ
は
惧
想
の
場
に

最
適
で
す
」
と
の
こ
と
。
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し
て
帰
京
し
た
が
、
同
地
は
韓
国
と
縁
の
深
い

と
こ
ろ
で
、
代
表
団
に
は
特
に
感
慨
深
い
も
の

が
あ
っ
た
。新

潟
長
岡
大
会

　
　
　
　
期
日
十
月
十
一
日

　
　
　
　
場
所
　
長
岡
市
立
劇
場

　
　
　
　
主
催
長
岡
市
仏
教
会
（
後
援
・
新

　
　
　
　
　
　
潟
県
仏
教
会
）

　
長
岡
大
会
は
、
長
岡
駅
到
着
と
同
時
に
そ
の

歓
迎
ぶ
り
に
驚
う
か
さ
れ
る
。
タ
イ
、
フ
ラ
ン

ス
、
ス
イ
ス
の
代
表
が
招
待
さ
れ
、
ホ
ー
ム
で

全
員
に
花
束
贈
呈
。
歓
迎
夕
食
会
は
純
日
本
風

に
行
な
わ
れ
、
日
本
の
踊
り
に
対
し
て
、
す
っ

か
り
く
つ
ろ
い
だ
タ
イ
W
F
B
本
部
ヘ
ッ
ド
コ

ー
タ
ー
の
面
々
は
タ
イ
ダ
ン
ス
で
こ
れ
に
応
え

た
。
翌
十
一
日
の
午
前
中
は
中
村
啓
識
市
仏
会

長
の
自
坊
を
訪
れ
、
交
歓
親
善
を
深
め
、
池
田

忠
蔵
檀
信
徒
会
長
私
宅
の
仏
間
に
て
、
日
本
の

家
庭
信
仰
を
見
聞
し
た
。

　
こ
の
あ
と
午
後
か
ら
長
岡
市
立
劇
場
に
二
千

名
が
参
加
し
て
大
歓
迎
地
方
大
会
が
開
か
れ
、

「
悠
久
大
鼓
」
で
賑
や
か
に
幕
を
あ
け
、
金
子

心
仏
副
会
長
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
地
元
の
お

嬢
さ
ん
と
タ
イ
代
表
が
献
華
、
広
川
県
仏
会
長

と
中
村
市
仏
会
長
の
挨
拶
と
つ
づ
き
、
代
表
紹

介
の
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
首
席
代
表
が
挨
拶
を

行
な
い
盛
ん
な
拍
手
を
あ
び
た
。

　
小
林
長
岡
市
長
な
ど
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
勝

又
大
正
大
学
長
の
記
念
講
演
が
あ
っ
て
閉
会
と

な
っ
た
が
、
特
に
長
岡
市
檀
信
徒
会
の
活
躍
を

付
記
し
て
お
き
た
い
。

昭
和
5
4
年
版

「
全
仏
手
帳
」

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
部
数

に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は

お
早
め
に
。

内
容
三
帰
小
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ

定
　
価

申
込
先

9
×
1
4
㎝

五
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
－
五

－
五
（
〒
一
一
一
）
　
看
病
総

務
局
「
野
仏
手
帳
係
」
宛

W
F
B
の
一
行
、
古
都

の
秋
と
寺
院
巡
拝

第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
は
五
日
に
東
京

で
の
諸
行
事
を
終
え
、
新
幹
線
に
て
京
都
に
入

っ
た
。
明
け
て
六
日
は
古
都
の
秋
と
寺
院
巡
拝

の
た
め
三
コ
ー
ス
に
別
れ
て
出
発
し
た
。

　
（
東
コ
ー
ス
）

　
ホ
テ
ル
ー
東
本
願
寺
一
南
禅
寺
↓
順
正
（
昼

食
）
一
知
恩
院
一
智
積
院
↓
京
都
国
際
会
議
場

　
（
南
コ
ー
ス
）

　
ホ
テ
ル
ー
東
寺
一
万
福
寺
↓
醍
醐
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
ー
醍
醐
寺
一
京
都
国
際
会
議
場

　
（
西
コ
ー
ス
）

　
ホ
テ
ル
ー
西
本
願
寺
一
大
覚
寺
↓
仁
和
寺
一

天
竜
一
一
京
都
国
際
会
議
場

　
海
外
代
表
団
は
会
議
と
は
ち
が
っ
て
生
々
と

し
た
顔
で
各
寺
を
参
拝
し
、
さ
か
ん
に
カ
メ
ラ

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
な
ど
、
す
っ
か
り
和
や

ん
だ
空
気
で
古
都
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
各
氏
で

は
そ
れ
ぞ
れ
歓
待
を
う
け
、
大
覚
寺
で
の
精
進

料
理
を
は
じ
め
、
お
抹
茶
な
ど
の
接
待
に
感
激

し
て
い
た
。
◇
掲
◇
示
◇
板
◇

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
一
日
発
行

十
二
月
号
第
二
四
四
号

難
M
麟
醐
紐
酷

　
　
増
上
寺
、
金
野
光
明
寺
で
晋
山
式

▼
浄
土
宗
大
本
山
の
東
京
芝
・
増
上
寺
と
京
都

黒
谷
・
金
戒
光
明
寺
で
は
、
揃
っ
て
新
法
主
を

迎
え
、
十
一
月
六
日
光
明
寺
に
お
い
て
藤
原
弘

道
法
主
の
晋
山
式
、
十
一
月
十
六
日
増
上
寺
で

藤
井
実
応
法
主
の
晋
山
式
が
盛
大
に
執
り
行
な

わ
れ
た
。

　
　
浅
草
寺
本
尊
示
現
＝
二
五
〇
年

▼
聖
観
音
宗
・
浅
墓
寸
の
本
尊
示
現
一
三
五
〇

年
記
念
法
要
な
ら
び
に
回
覧
行
事
が
、
春
に
つ

づ
い
て
十
月
十
五
日
よ
り
一
ケ
月
間
盛
大
に
開

か
れ
、
こ
の
間
記
念
法
要
や
諸
行
事
が
行
な
わ

れ
た
。

　
　
孝
道
山
大
統
理
本
葬

▼
孝
道
教
団
・
岡
野
正
道
大
統
理
の
本
葬
儀
は

九
月
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
、
山
田
天
台
座
主

大
匙
師
の
も
と
、
し
め
や
か
に
営
な
ま
れ
た
。

　
　
須
磨
寺
派
管
長
本
葬

▼
須
磨
寺
派
・
小
池
真
禅
管
長
の
本
葬
儀
は
、

九
月
三
十
日
に
高
峰
高
野
山
真
言
宗
管
長
大
導

師
の
も
と
に
厳
修
さ
れ
た
。

　
　
西
山
浄
土
宗
人
事

▼
西
山
浄
土
宗
で
は
頼
松
祥
倫
宗
務
総
長
の
任

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

期
満
了
に
と
も
な
い
、
後
任
に
安
井
俊
雅
師
を

選
出
し
た
。

…一s
馨
馨
卍
巴
　
愚
扁

　
六
日

十
三
日

十
四
日

十
五
日

十十
七六
日日

東
寺
真
言
宗
加
盟
承
認
書
伝
達

特
別
募
財
委
員
会

佼
成
会
法
輪
閣
落
慶
式
出
席

局
内
会
議

W
F
B
紀
要
編
集
委
員
会

増
上
寺
晋
山
式
参
列

正
副
委
員
長
会
議

　
　
　
お
こ
と
わ
り

　
「
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
へ
の
寄
金
」

は
紙
面
の
都
合
上
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

『
，
二
二
，
三
二
．
ー
ー
」

oooooooooooooooo（＝：》ooooooooooo《＝＝ρ》り《＝＝♪oo

具贈号寺

浅草通り五鳳会加盟店

商店濠骨頭ρi宍・田

一
◎
0
0
●
5
0
●
0
●
●

』翼鰭壁塗璽2－1’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一8

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

電
話
Ω
一
一
　
（
八
四
三
）

六
三
四
一
～
三


